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畔
上
直
樹
著

『「
村
の
鎮
守
」
と
戦
前
日
本

―
「
国
家
神
道
」
の
地
域
社
会
史
―
』

藤

本

頼

生

　

昭
和
四
十
五
年
に
村
上
重
良
氏
の
『
国
家
神
道
』（
岩
波
新
書
）
が

出
版
さ
れ
て
以
降
、
四
十
年
余
が
経
過
し
た
現
在
、
阪
本
是
丸
氏
の

『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』
や
安
丸
良
夫
、
宮
地
正
人
、
赤
澤

史
朗
各
氏
ら
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
代
の
宗
教
関
連
の
行
政

史
料
を
丹
念
に
紐
解
く
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
神
道
」
の
形
成

過
程
を
明
確
化
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
年
以
降
、「
国
家
神
道
」
研
究
を
離
れ

て
、
島
薗
進
や
新
田
均
、
子
安
宣
邦
、
田
中
悟
各
氏
ら
の
論
争
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
国
家
神
道
論4

」
研
究
が
隆
盛
を
極
め
て
い
る

感
が
あ
っ
た
（
そ
の
代
表
的
な
書
が
島
薗
進
氏
の
『
国
家
神
道
と
日
本
人
』、

で
あ
り
、
子
安
宣
邦
氏
の
『
国
家
と
祭
祀
』
で
あ
る
。
昨
年
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
「
ち
き
ゅ
う
座
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
両
氏
の
国
家
神
道
論
に
関
す
る
論

争
は
本
学
会
会
員
各
位
も
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
『
明
治

聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』、
あ
る
い
は
『
皇
學
館
論
叢
』
等
に
数
年
に
わ
た
っ

て
掲
載
さ
れ
た
新
田
均
氏
の
一
連
の
「
島
薗
『
国
家
神
道
論
』」
批
判
も
こ

れ
に
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
）。

　

一
方
で
、
こ
こ
五
年
余
の
「
国
家
神
道
」
研
究
に
関
連
し
た
研
究

成
果
と
い
え
ば
、
本
書
を
除
け
ば
、
明
治
維
新
期
の
神
仏
分
離
を
は

じ
め
、
内
務
省
の
「
神
社
非
宗
教
論
」、「
神
社
法
」
草
案
な
ど
、
国

家
神
道
に
関
わ
る
多
年
の
研
究
成
果
を
纏
め
た
阪
本
是
丸
氏
の
『
近

世
・
近
代
神
道
論
考
』（
平
成
十
九
年
）、
同
『
近
代
の
神
社
神
道
』

（
平
成
十
七
年
）、
同
氏
編
『
国
家
神
道
再
考
―
祭
政
一
致
国
家
の
形

成
と
展
開
―
』（
平
成
十
七
年
）
を
は
じ
め
、
三
重
県
を
主
た
る
対
象

と
し
て
地
域
神
社
の
近
現
代
の
人
々
と
神
社
と
の
関
わ
り
の
変
容

を
明
ら
か
に
し
た
櫻
井
治
男
氏
の
『
地
域
神
社
の
宗
教
学
』（
平
成

二
十
二
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
逐
一
触
れ

る
こ
と
は
し
な
い
が
、
い
ず
れ
も
「
国
家
神
道
研
究
」
の
上
で
実
証

的
な
研
究
水
準
を
引
き
上
げ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
近
年
隆
盛
を
極
め
た
「
国
家
神
道
論
」
研
究
と
、「
国
家

神
道
」
時
代
の
施
策
の
形
成
過
程
や
施
策
を
形
づ
く
る
人
物
ら
の
思

想
や
影
響
、
あ
る
い
は
地
域
社
会
で
の
反
響
な
ど
を
明
確
化
す
る
と

い
う
「
国
家
神
道
」
研
究
と
で
は
、
共
に
「
国
家
神
道
」
を
テ
ー
マ
、

対
象
に
し
な
が
ら
も
、
前
者
と
後
者
で
は
、
何
故
か
、
噛
み
合
わ
な

い
、
あ
る
い
は
両
者
の
間
に
埋
め
ら
れ
な
い
溝
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
感
覚
を
評
者
は
持
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
昨
年

六
月
に
國
學
院
大
學
で
開
催
さ
れ
た
宗
教
法
学
会
で
の
阪
本
氏
の
発
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表
「
近
代
宗
教
法
制
度
と
国
家
神
道
」
で
も
「
近
代
日
本
を
す
べ
て

国
家
神
道
で
く
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
国
家
神
道
で
く

く
れ
る
も
の
は
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い
」
と
い
う
指
摘
（『
中
外
日
報
』

平
成
二
十
一
年
六
月
十
一
日
号
三
面
、
発
表
内
容
は
『
宗
教
法
』
第
二
九
号

に
収
録
）
や
阪
本
氏
の
最
新
の
研
究
史
回
顧
「「
国
家
神
道
」
研
究

の
四
〇
年
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
四
二
号
、
平
成
二
十
二
年
九
月
、
四

六
～
五
八
頁
）
に
て
、
よ
り
思
い
を
深
く
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　

著
者
も
本
書
の
な
か
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
「「
国
家
神
道
」
を

め
ぐ
る
概
念
使
用
の
有
効
性
ま
で
問
題
と
さ
れ
る
錯
綜
気
味
の
研
究

史
や
論
点
（
序
章
三
四
頁
）」
と
述
べ
て
お
り
、
島
薗
氏
の
「
国
家
神

道
」
論
を
「
社
会
史
と
し
て
展
開
す
べ
き
」
と
し
て
評
価
、
注
目
し

な
が
ら
も
、
一
方
で
「
具
体
的
な
議
論
と
し
て
は
、
一
時
代
前
の
教

育
史
学
で
提
唱
さ
れ
た
社
会
を
受
け
身
に
と
ら
え
る
体
制
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
還
元
論
的
な
「
天
皇
制
の
マ
ツ
リ
」
論
の
援
用
に
終
わ
っ
て

い
る
（
序
章
一
〇
頁
）」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
国
家

神
道
」
に
関
わ
る
実
証
的
な
歴
史
研
究
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
と

の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ゆ
え
に
著
者
は
研
究
の
手
法
と
し
て
、
国
家
神
道
を
社
会
史
と
し

て
構
成
し
直
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
還
元
論
を

下
か
ら
捉
え
直
す
よ
う
な
方
法
的
革
新
が
必
要
と
述
べ
て
お
り
、
近

代
に
お
け
る
「
村
の
鎮
守
」
の
歴
史
的
把
握
、
特
に
明
治
末
年
か
ら

大
正
期
に
行
わ
れ
た
神
社
整
理
施
策
の
反
響
と
大
正
期
以
降
の
「
社

活
派
」
官
僚
と
、
い
わ
ゆ
る
「
民
社
」
の
神
職
の
社
会
的
運
動
の
動

向
に
も
着
目
し
つ
つ
、
歴
史
学
、
特
に
地
域
史
の
立
場
か
ら
「
国
家

神
道
」
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
無
論
、
本
書
は
地
域
史
に

お
け
る
神
社
と
人
々
と
の
関
わ
り
の
み
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
な
く
、

近
代
の
神
社
行
政
施
策
の
動
向
全
体
に
も
触
れ
な
が
ら
「
村
の
鎮

守
」
の
在
り
様
に
つ
い
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
こ
の
点
で
は
、「
村
の
鎮
守
」
と
神
社
政
策
、
近
代
化

政
策
の
関
係
性
を
「「
村
の
鎮
守
」
と
地
域
基
層
レ
ベ
ル
の
側
に
密

着
し
て
、
世
紀
転
換
期
以
後
の
神
社
合
祀
後
の
地
域
社
会
が
み
せ
る
、

細
や
か
で
具
体
的
な
ふ
る
ま
い
に
注
目
」
し
た
と
著
者
が
評
す
る
櫻

井
治
男
氏
の
研
究
と
、
研
究
の
手
法
こ
そ
違
う
が
、
着
眼
点
に
共
通

な
部
分
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
著
者
は
本
書
に
て
赤
澤
史
朗
氏
以
来
、
研
究
が
進
展
し
な

か
っ
た
大
正
・
昭
和
初
期
の
「
国
家
神
道
」
研
究
に
メ
ス
を
入
れ
よ

う
と
積
極
的
に
試
み
て
い
る
。
そ
の
点
、
本
書
の
帯
に
書
か
れ
た

「「
国
家
神
道
」
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
生
み
出
し
た
！
」
と
い

う
一
文
は
、
近
年
の
島
薗
や
新
田
両
氏
ら
の
「
国
家
神
道
」
論
の
論

争
の
た
め
に
す
る
研
究
で
は
な
く
、
前
出
の
阪
本
氏
ら
が
『
公
文

録
』
や
『
太
政
類
典
』、『
社
寺
取
調
類
纂
』
な
ど
の
近
代
宗
教
行
政

の
一
次
史
料
を
細
か
く
紐
解
き
な
が
ら
長
年
進
め
て
き
た
「
国
家
神

道
」
研
究
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
著
者

が
本
書
で
特
に
大
正
・
昭
和
期
に
着
目
し
つ
つ
、「
国
家
神
道
」
研
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究
を
進
め
て
き
た
こ
と
は
、「
国
家
神
道
」
研
究
に
新
た
な
可
能
性

を
導
き
出
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
本
書
の
最
大
の
魅
力
の
一
つ
は
そ

こ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

以
下
、
評
者
は
近
代
神
道
史
を
研
究
す
る
一
学
徒
と
し
て
の
立
場
、

あ
る
い
は
共
同
研
究
等
で
著
者
を
よ
く
知
り
、
互
い
に
議
論
し
て
き

た
若
手
研
究
者
仲
間
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
、
岡
山
県
に
お
け
る
神

社
整
理
施
策
の
展
開
と
地
域
住
民
の
反
響
を
研
究
対
象
と
し
、
地
方

史
研
究
を
進
め
て
き
た
立
場
も
含
め
て
、
本
書
に
若
干
の
批
評
を
加

え
な
が
ら
紹
介
を
試
み
た
い
。

○　
　

○　
　

○　
　

○

　

い
さ
さ
か
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
題
で
あ
る
本

書
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
本
書
は
著
者
が
、
平
成
十
六

年
二
月
に
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
よ
り
博
士
（
史

学
）
を
授
与
さ
れ
た
際
の
学
位
請
求
論
文
「
国
家
神
道
の
地
域
社
会

史
的
研
究
―
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
村
の
鎮
守
―
」（
主
査　

源
川

真
希
首
都
大
学
東
京
准
教
授
、
副
査　

国
雄
行
首
都
大
学
東
京
准
教
授
、
奥

村
哲
首
都
大
学
東
京
教
授
）
を
ベ
ー
ス
に
加
除
修
正
を
加
え
た
も
の
で

あ
り
、
序
章
、
第
Ⅰ
部
～
第
Ⅲ
部
、
終
章
の
三
部
構
成
か
ら
な
る
。

　

著
者
は
近
代
史
を
専
攻
と
す
る
歴
史
学
者
ら
し
く
、
対
象
と
し
た

和
歌
山
、
岡
山
両
県
を
は
じ
め
、
近
代
の
各
地
域
史
関
連
史
料
や
政

府
関
連
の
行
政
史
料
、
議
事
録
、『
全
国
神
職
会
会
報
』
や
『
神
社

協
会
雑
誌
』、『
皇
国
』
各
誌
等
の
二
次
資
料
等
を
も
と
に
、
対
象
地

域
の
実
地
調
査
を
含
め
、
丹
念
に
調
べ
て
お
り
、
ま
た
先
行
研
究
を

精
緻
に
読
み
込
ん
だ
上
で
論
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
他
の
研
究

者
が
論
文
で
用
い
た
一
次
史
料
に
つ
い
て
も
自
ら
足
を
運
び
、
今
一

度
そ
の
目
で
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
を
怠
ら
な
い
生
真
面
目
な
研
究

者
で
あ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
序
章
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
中
央
政
府
の
神
社
行

政
施
策
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
「
国
家
神

道
」
研
究
を
「
村
の
鎮
守
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
和
歌
山

県
や
岡
山
県
を
対
象
に
地
域
社
会
史
的
な
視
点
で
明
確
化
す
る
旨
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
論
、
あ
る
い
は
橋
川
文
三
ら
丸
山
学

派
の
近
代
天
皇
制
論
な
ど
に
も
触
れ
な
が
ら
、
戦
前
日
本
社
会
の
近

代
化
の
な
か
で
語
ら
れ
て
き
た
「
国
家
神
道
」
を
現
代
化
の
な
か
で

の
問
題
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と
い
う
、
ま
さ
に
問
題
提
起
の
章
で
あ

る
。

　

次
に
第
Ⅰ
部
は
、
和
歌
山
県
は
南
方
熊
楠
の
「
神
社
合
祀
反
対
意

見
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
有
名
な
神
社
整
理
の
激
甚
地
域
で
あ
る
が
、

そ
の
神
社
合
祀
に
対
す
る
地
域
住
民
の
反
響
を
窺
う
も
の
で
あ
り
、

「
抵
抗
」
持
続
型
の
農
村
と
「
合
祀
容
認
」
型
の
農
村
の
事
例
を
も

と
に
森
岡
清
美
、
櫻
井
治
男
両
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
合
祀

激
甚
県
で
あ
っ
た
三
重
県
で
の
典
型
事
例
を
別
の
角
度
か
ら
再
検
証

す
る
も
の
で
も
あ
る
。
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第
Ⅱ
部
は
岡
山
県
を
対
象
と
し
て
、
神
社
に
関
わ
る
神
職
の
社
会

的
な
運
動
や
国
民
教
化
に
つ
い
て
検
証
を
進
め
て
い
る
。
岡
山
県
は

佐
上
信
一
、
松
本
学
、
石
田
馨
な
ど
神
社
局
長
経
験
者
が
県
知
事
、

県
内
務
部
長
を
務
め
た
県
で
も
あ
る
。
加
え
て
黒
住
教
や
金
光
教
な

ど
教
派
神
道
の
誕
生
地
で
も
あ
り
、
留
岡
幸
助
や
石
井
十
次
な
ど
宗

教
関
係
の
民
間
社
会
事
業
家
も
多
く
輩
出
し
た
地
で
も
あ
る
が
故
に
、

近
代
の
宗
教
行
政
を
研
究
す
る
上
で
は
非
常
に
興
味
深
い
地
域
で
も

あ
る
。
本
書
で
は
特
に
全
国
神
職
会
の
発
足
後
、
大
正
十
四
年
に
民

社
神
職
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
全
国
社
司
社
掌
会
の
設
立
過
程
と
同

会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
岡
山
県
内
の
神
職
、
為
貞
元
臣

を
は
じ
め
、
福
岡
の
大
神
貴
文
ら
在
地
神
職
層
の
社
会
的
活
動
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
畔
上
は
こ
れ
ら
在
地
神
職
層
の
積
極
的

な
運
動
を
「
社
活
派
」
と
括
っ
て
概
念
化
し
、
特
に
岡
山
県
の
在
地

神
職
に
注
目
し
て
い
る
。
岡
山
県
出
身
の
筆
者
と
し
て
は
社
司
社
掌

会
の
メ
ン
バ
ー
、
特
に
後
に
国
幣
中
社
の
中
山
神
社
宮
司
を
務
め
る

為
貞
や
、
終
戦
後
に
は
別
表
神
社
に
列
格
す
る
甲
宗
八
幡
宮
宮
司
の

大
神
貴
文
を
民
社
神
職
の
代
表
的
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に

は
、
や
や
疑
問
が
残
る
。
そ
の
た
め
、
著
者
と
は
こ
の
点
に
つ
い
て

大
い
に
議
論
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
神
社
神
道
、
教
派
神
道
・
仏

教
と
宗
教
を
問
わ
ず
、
多
く
の
宗
教
者
を
輩
出
し
て
い
る
岡
山
県
と

い
う
地
域
の
特
性
・
特
色
を
考
慮
に
入
れ
る
、
あ
る
い
は
差
し
引
い

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
特
に
近
代
に
お
い
て

は
為
貞
の
元
上
司
で
も
あ
っ
た
藤
巻
正
之
ら
の
人
物
の
動
き
（
藤
巻

は
の
ち
に
湊
川
神
社
宮
司
や
伏
見
稲
荷
大
社
宮
司
や
日
光
東
照
宮
宮
司
・
皇

典
講
究
所
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、
為
貞
が
宮
司
を
務
め
て
い
る
折
に
は
既
に

神
社
界
で
は
一
目
置
か
れ
て
い
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
藤
巻
は
地
元
出

身
の
国
学
者
で
中
山
神
社
宮
司
で
も
あ
っ
た
美
甘
政
和
の
影
響
も
受
け
て
い

る
。
大
神
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
略
す
る
）
な
ど
は
、

よ
り
考
慮
に
入
れ
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い

え
ど
も
畔
上
氏
が
こ
の
時
期
に
お
け
る
神
社
政
策
の
展
開
過
程
に
つ

い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
従
来

の
研
究
水
準
を
一
歩
引
き
上
げ
た
点
で
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
と
い

え
よ
う
。

　

第
Ⅲ
部
は
先
に
名
前
が
出
た
佐
上
信
一
神
社
局
長
の
神
社
行
政
施

策
の
検
討
と
在
地
神
職
の
活
動
を
第
Ⅱ
部
に
引
き
続
き
岡
山
県
内
の

在
地
神
職
の
社
会
的
活
動
を
対
象
と
し
て
、
考
察
を
試
み
て
い
る
。

佐
上
の
神
社
観
、
業
績
に
つ
い
て
は
、
評
者
も
『
神
道
と
社
会
事
業

の
近
代
史
』（
弘
文
堂
）
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
著
者
と

も
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
し
た
記
憶
が
あ
る
が
、
豪
腕
局
長
と
称
さ
れ

た
佐
上
が
神
社
局
を
「
六
ケ
敷
い
と
こ
ろ
」（『
神
社
局
時
代
を
語
る
』）

と
述
べ
た
よ
う
に
、
神
社
局
で
の
政
策
執
行
の
困
難
さ
は
ま
さ
に
大

正
期
の
神
社
界
の
現
状
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
井
上
友
一
や
塚
本
清

治
局
長
の
時
代
に
比
べ
て
も
、
よ
り
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
神
社
中
心
主

義
の
な
か
で
、
社
司
社
掌
談
合
会
の
開
催
や
神
職
高
等
試
験
な
ど
を
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実
現
し
た
も
の
の
、
神
社
講
社
令
や
統
一
的
神
社
法
規
制
定
を
め
ざ

す
べ
く
、
神
社
法
の
制
定
を
試
み
よ
う
と
し
た
が
、
思
う
に
任
せ
ず
、

神
社
局
を
後
に
し
た
佐
上
信
一
局
長
時
代
の
わ
ず
か
一
年
四
か
月
余

の
施
策
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
ま
さ
に
「
国
家
神
道
」
時
代
の
神

社
お
よ
び
神
職
の
在
り
様
を
安
易
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
六
ケ

敷
さ
」
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
佐
上
は
『
神
社
法
令
輯

覧
』
を
神
社
局
か
ら
刊
行
さ
せ
る
が
、
後
の
昭
和
十
六
年
に
は
神
祇

院
に
て
五
〇
〇
頁
を
超
え
る
『
改
正
神
社
法
令
要
覧
』
が
出
さ
れ
る

ほ
ど
に
、
単
行
法
令
の
積
み
重
ね
で
恣
意
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
神

社
制
度
そ
の
も
の
に
対
し
、
当
時
か
ら
既
に
異
質
さ
を
見
出
し
、
改

革
を
試
み
よ
う
と
し
た
佐
上
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討

が
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
Ⅲ
部
後
半
で
は
、
一
九

二
〇
年
代
か
ら
、
一
九
四
〇
年
の
神
祇
院
設
置
ま
で
の
時
期
に
つ
い

て
も
考
察
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
阪
本
是
丸
や
新
田
均
両
氏
ら
が
神

祇
院
関
係
資
料
等
を
用
い
て
紹
介
、
検
討
を
加
え
て
き
た
神
社
制
度

調
査
会
の
議
論
や
神
道
非
宗
教
論
に
つ
い
て
も
述
べ
、
加
藤
玄
智
が

説
い
た
「
国
家
的
神
道
」
の
出
現
に
も
触
れ
な
が
ら
、
国
家
神
道
の

確
立
期
を
一
九
二
〇
年
代
半
ば
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
家

神
道
の
確
立
の
時
期
を
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
と
も
相
俟
っ

て
、
神
祇
院
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
近
代
神
道
史
研
究
の
な
か
で
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
す
る
。

　
「
国
家
神
道
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
今
後
も
各
研
究
者
よ
り

様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ

て
本
書
の
発
刊
は
、
こ
れ
ま
で
の
必
読
書
と
い
う
べ
き
村
上
重
良
・

葦
津
珍
彦
、
阪
本
是
丸
各
氏
ら
の
著
作
に
加
え
、「
国
家
神
道
」
研

究
の
折
の
必
読
書
が
さ
ら
に
誕
生
し
た
と
い
え
る
。
読
者
諸
賢
に
是

非
一
読
戴
き
た
い
。
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